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【研究の背景・目的・内容】 

➀精神分析家Winnicottの「抱えること」という治療機序概念の精緻化を進めるため，概念の整理，研究史の概

観と並行し，事例研究を積み重ねてきた。最近のものでは，思春期事例との同一担当者による親子並行面接を

素材とした心理療法事例研究を発表している。 

➁ロールシャッハ法に関する精神分析的な継起分析の教育法に関する学会発表を継続的に行ってきた。最近の

ものでは，対象関係論に基づき，ヒステリーを多重の同一化という概念から読み解く事例研究を発表した。 

【応用例、研究の展望】 

➀自閉症スペクトラムという概念が提唱されて以降，発達障害は特別な人の問題ではなく，誰しも多かれ少なか

れ持っている特性，という捉え方が一般的になりつつある。心理療法においても，対象者の問題を発達障害と

いう視点から検討することが必要であり，家族との関わりに困難が生じているケースが少なくない。発達障害

によって苦しんでいる当事者に加え，その家族へ支援を提供する際，「抱えること」という概念が有用となること

を，発達障害青年期事例との同一担当者による親子並行面接を素材とした心理療法事例研究で明らかにするこ

とを目指している。 

➁ロールシャッハ法の精神分析的解釈は理論背景として米国自我心理学に基づくものから始まった。しかし，神

経症より重度のパーソナリティの病理に関しては，英国Klein派による探求が進んでいる。そこで，これまでロ

ールシャッハ法において論じられてこなかったヒステリーの中でもより病理が重いケースに認められる多重の

同一化という対象関係を，ロールシャッハ法の継起分析の中に見出し紹介した。今後も，パーソナリティ障害や

発達障害などに認められる対象関係がロールシャッハ法においてどのようにあらわれるのかを事例研究を通し

て明らかにすることを目指している。 
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特許・論文等 

・堀江桂吾「抱える環境に乏しい思春期事例とその母親との心理療法過程」、『外来精神医療』第20巻第1号 

pp.54-61、2020年 

・堀江桂吾「ロールシャッハ法にあらわれるヒステリー者における多重の同一化」、『精神分析研究』第64巻第1号

ｐｐ.38-48、2020年 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・ロールシャッハ法継起分析の教育法に関する共同研究 

 


